
スクリーン

下図の通り、班に分かれて着席してください！
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● 授業がはじまるまでに

1.パソコンを起動してください
2.Refworksのアカウント登録が済んでいない方は、
お申し出ください



RefWorksの使い方
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参考文献リスト
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● 論文・レポート等には、一定の記述方法で引用/参考文献を掲載

以下の例だと、論文の記述方法は、

「著者：論文タイトル, 掲載雑誌名, 巻号, 掲載ページ, 
(発行年)」



文献管理ツールとは
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● 論文執筆等に必要な文献の情報を蓄積・管理

● 参考文献リストを簡単に作成

● ウェブ上で使える文献管理ツール

● 他の研究者/学生との情報共有や公開も可能

RefWorksは…

日頃の文献収集で！

レポート執筆時に！
手入力よりも早く正確に！



RefWorks へログイン (1)

1. KULINEから文献管理(RefWorks)をクリック
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RefWorks へログイン (2)

2.クッキーについての確認画面が表示されるので、

“AGREE AND PROCEED”をクリック

6



RefWorks へログイン (3)

3. 「自分の機関の資格情報(Shibboleth)」から

「Kyoto University」を選択

4. ECS-IDとパスワードを入力してログイン
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1. RefWorksにインポート



KULINEからインポート

書誌詳細画面で「文献管理」をクリックし,

RefWorksを選択
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課題 5



CiNii Articlesからインポート

論文の詳細ページから「RefWorksに書き出し」をク
リック

10

京大RefWorksでは
共著者の情報が
取り込まれない

「RefWorksに書き出し」が
おすすめ

課題 7



注意点
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こちらを選択

今後表示されなくなる



RefWorksにデータを作成する(1)
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「レコードの
作成」クリック

課題 9



RefWorksにデータを作成する(2)
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課題 9

SIST02_2009.04
を選択

新聞記事を選択

新聞名を入力

年月日、
朝刊/夕刊 を入力

「姓, (半角スペース)名」の
形で記者名を入力

掲載頁を入力



2. フォルダの整理と
レコードの編集



フォルダの整理(1)

● フォルダの新規作成
をクリック

● フォルダ名の変更・削除
[フォルダの整理および共有] タブから
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※RefWorksの
フォルダはフラグやタグ
のようなもの。
1レコードを複数のフォ
ルダに入れられる。

フォルダ名の変更や
削除ができる



フォルダの整理(2)

レコードをフォルダに追加する

1.  レコード一覧で、フォルダに追加するレコードに☑

2. をクリックし、追加先のフォルダを選択
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ドラッグ&ドロップで操作
もできる

課題 10



レコードの編集

レコードにコメントを追加する

1. レコードタブの各レコードの をクリック

2.「レコードの編集」画面で「その他の項目」を開けば、

コメントや他の項目を設定できる
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「その他の項目」をクリック

課題 6,8



3. RefWorksから出力



参考文献リストの作成 (1)

1. レコードを選択 or 参考文献リストを作成するフォルダを表示

2. をクリック

3.  「出力フォーマット」を選択

4.  ファイル形式を選択

5. をクリック

6. 作成した参考文献リストをコピーして貼り付ける
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グループ発表

最終レポート

この授業では
SIST02_2009.04

テキスト形式など



参考文献リストは著者の名前順

著者の姓の順番で並べる

○ 日本語文献：姓の五十音順

*同じ姓なら名の五十音順

○ 翻訳文献：原著者の姓の五十音順

*フランツ・カフカなら「カ」

○ 外国語文献：姓のアルファベット順

○ 同じ著者の文献：発行年が古い順

• RefWorksは、アルファベット順の並び替えしかできないので、

日本語文献については自分で並び替える。
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注意

グループ発表

最終レポート



Webページを参考文献にする場合

例：

科学技術・学術政策局人材政策課. “「研究活動における不正行為
への対応等に関するガイドライン」に係る質問と回答（FAQ）”. 
文部科学省. 2015-03. 
http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1352820.htm, (参照 2016-
06-01).

Webページのレコードは、SIST02のフォーマットでは上手く出力
できないので、適宜整形する。

21

著者名．”Webページ名”．Webサイト名. 更新日付.
入手先，（入手日付）．

注意

グループ発表

最終レポート



４．RefShareで共有



RefShareで共有する (1)

授業で他の人と文献リストを共有する時に活
用できる

RefWorksを契約していない人でもアクセスで
きるURLを作成できるので、誰でも閲覧が可能
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課題 11



RefShareで共有する (2)
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共有化アイコン

[フォルダの整理
および共有]タブ

課題 11



RefShareで共有する (3)

25

URLが作成される

課題 11

Ctrl＋Aで全選択できる
（MacならCommand＋A)



RefShareで共有したものをみる
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「詳細ビュー」にするとコメント
が読める

課題 11



操作に困ったら…
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RefWorks ユーザーガイド

http://www.sunmedia.co.jp/e-

port/refworks/download.html

図書館機構トップ＞
文献管理ツール



課題の提出について



PandA コースサイト
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大学図書館の活用と情報探索<2019前期火4>

授業タブの中から、
「大学図書館の活用と情報探索」をクリック

「リソース」ではファイル等のアップロードが
可能。課題以外でも、班内の情報共有に活
用してください。

課題 11



PandA リソースにアップロード（１）
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自分の班フォルダの
「追加」プルダウンから、
「ウェブリンク(URL)を追加」

課題 11



PandA リソースにアップロード（2）
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ウェブアドレス（URL）：RefShareのURL
ウェブサイト名：[RefShare]〇班_氏名_学籍番号

課題 11



これからの予定
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持ち寄った資料をもとに発表準備を進める

*授業中は新聞データベースの同時アクセス制限なし

15:45までに発表概要を示したスライドを

1枚作って,PandAのリソースにアップロード



これからの予定
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 スライドの作り方

画面左下Windowsボタン>すべてのプログラム

>MicrosoftOffice >Microsoft PowerPoint

 15：45 - 16：15 各班1分間発表

作ったスライドを前の画面に表示して発表



次回予告
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• 日 時：2019年7月9日（火）４限

• 場 所：ライブラリーホール(附属図書館 3F)

• 内容：最終課題・アンケートの説明
グループで発表準備

•各班1台はノートPCを持参してください
•用意できない班はご相談ください


